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ドの優劣が多大な影響を及ぼすが 、ゲーム展開（テンポ）の遅速によっても、その影響は  
認められる。オフェンスは、ディフェンスよりも動作の選択肢が多岐である故、ゲーム展  
開の遅速により的確な判断力が要求され、その判断力は、オフェンス成否の重要な要素の  
ひとつであるものと思われる。   
これまで、筆者らは、「マルコフ過程」3）4）15） を応用したゲーム分析は、幾つか報  




1．攻撃回数   
攻撃回数（n。）は、Y大男子バスケットボールチームで採用しているスコアブック、コ  






Sl：Y大のシュート数 Tl：Y大のターンオーバー数 Gl：Y大のゴール数   






80 ＋ 乃0   










452   
Y大男子バスケットボールチーム戦力の詳細分析  95   
α1（1－〟）  d ＝  ・・・③  
α1＋ α2  
α2（1－〝）  
‥・④  月 ＝  
α1＋ α2  











4．オフェンス判断力、ディフェンスカ   
オフェンス判断力（X）注2）は、次の数式で算出した。  
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GAME  n。  r  A  GAME  x  u  
対GM  88  
対KT  73  
対TK  77  
対NG  80  
対SZ  86  
対TK  82  
対TG  90  
対TF  82  
対SD  87  
対FK  94  
対HK  82  
対HR  81  
対IS  87  
対AZ  86  
対FK  78  
対AM  80  
対NA  88  
0．46±0．29i  O．48  
0．50±0．10  0．52   
0．48±0．10  0．22  
0．50±0．10i  O．26  
0．48±0．10i  O．24  
0．47±0．03  0．22  
0．62±0．07  0．38   
0．53±0．47i  O．28  
0．48±0．10i  O．24  
0．52±0．14i  O．29  
0．53±0．03  0．28  
0．49±0．01  0．24  
0．66±0．12  0．42   
0．57±0．07i  O．33  
0．51±0．10  0．25  
0．48±0．02  0．23   
0．46±0．09i  O．22  
0．34  0．22   
0．50  0．24   
0．45  0．22   
0．51  0．26   
0．46  0．24   
0．43  0．22   
0．72  0．38   
0．54  0．28   
0．47  0．24   
0．53  0．29   
0．55  0．28   
0．47  0．24   
0．81  0．42   
0．63  0．33   
0．52  0．25   
0．46  0．23   
0．43  0．22  








0．5  1  
Y大のオフェンスの判断力（X）  
0  0．5  
Y大のオフェンスの判断力（X）  
図1 Y大のオフェンスの判断力とSZ大のディフェ  
ンスカ  
図2 Y大のオフェンスの判断力とTK大のディフェ  
ンスカ  
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図3 Y大のオフェンスの判断力とTG大のディフェ  
ンスカ  








図5 基本攻撃回数とY大のGM大戦におけるオフェ  
ンスの判断力の核とプレ  
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図7 基本攻撃回数とY大のKT大戦におけるオフェ  
ンスの判断力の核とプレ  
図8 基本攻撃回数とY大のTK大戦におけるオフェ  
ンスの判断力の核とプレ   
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詳細な戦力分析を試みたものである。   
結果を要約すると次の通りである。  
1．Y大は、攻撃回数の平均値は、85とやや高めであった。対TF、対FKでは、勝利する   
がプレが大きく、また、対GM、対NAでは、プレが大きく敗退した。自チームの理想と   
する攻撃回数及び正確なオフェンス判断ができていないゲームが多く見られた。  
2．プレがほとんど見られないゲームは、対TKの0．03、対HRの0．01、対AMの0．02である   
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Summary  
K11niakiOGA＊，SatoshiNAGATO＊＊、Hirokatsu KASAl＊＊＊  
AnAnalysis of the Basketba11GamesinDetailinthe YU MenもTeam：   
This study was analyzedfor YU men’s team powerin detailabout17 games of the  
basketbal1champlOnShipin2007．   
The results may be summarized asfo1lows；  
1．The mean ofthe attacktimes was85alittle high．There were many games whichthe attack   
timesdidn’tmaketheidealofYUteamandanaccurateo脆ncejudgementweren’tmadein．  
2．It was showedthat the BURE had O．03against TK，0．01against HR，0．02against AM．   
but YUlost allgames．YU shouldreduce the attack times．  
3．A that the number which waslowerl／20fr was seen was4games whichin17games．   
Strengthening ofthe defence power and modincation are necessaryfor YU．  
4・It was showed that possibilityto do a victory by the accurate judgement concerned with   
0飴nse tempo which attack times of theidealofYU and time to spendit on the attack   
of one time rised．  
（＊course ofSports，FacultyofEducation，Art and Science）  
（＊＊YamagataJuniorCollege）  
（＊＊＊sendaiUniversity）  
459  
